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　心周期にともなう左心室容積変化は心機能評価

の上で重要な因子の一つであり，従来超音波クリ

スタル法，サーボポンプ，心エコー法，R1アン

ギオグラフィー，左室造影等が広く用いられてき

た．しかし心エコー法はあくまでdimensionを

測定し近似式より左室容積を求めているため正確

には“volume”を求める方法とは言い難い．また

R1アンギオグラフィーは複数の心拍の平均から

容積を求めるため，一心拍ごとの変化を求めるこ

とができない．左室造影はDSAを使用すること

により一回一回に使用する造影剤の量は減少した

が，総使用量の制限があるため，経時的に左室容

積を計測することは困難である．これらの方法に

比し短時間に繰り返し左室容積の測定を可能にす

るため考案されたのがコンダクタンスカテーテル

である．このカテーテルは左室容積が左室内イン

ピーダンスの関数：により求めることが可能である

ことに着目し開発されたものである1）．本文では

簡単にコンダクタンスカテーテルにつき紹介す

る．まず測定原理について簡単に述べる．

　コンダクタンスカテーテルの先端には8極の電

極が一・定間隔に装着されており（図1），大動脈・

弁を通して左室内に挿入し，第7極目と第8極目

の間に大動脈弁が位置するように留置する（図

2）．カテーテルと心室容積測定装置を接続し，

両端の電極（第1極目と第8極目）に微弱電流

（20kH：z，30μA）を定常的に流し第2極目から第
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7極目までの各電極間（2－3，3－4，4－5，5－6，6－7）

においてコンダクタンスの変化を経時的に計測

し，以下の変換式より左室容積を求める．

　　V（t）　＝　￡or＊L2／o＊　Gi　（t）　一Vc

　　　V（t）：時刻tにおける左室容積

　　　　α＝定数

　　　　L：各電極間距離

　　　　σ：血液の電気伝導率

　　　Gi（t）：各電極間のコンダクタンス

　　　　Vc：補正項（パラレルコンダクタンスに

　　　　　　基づく）

　定数αは個人間で相違があるためthermodilu・

tion　method，左室造影等により補正しなくてはな

らない．

　　or＝　SV　（other　method）ISV　（cond　cath）

図1　コンダクタンスカテーテル
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図2　コンダクタンスカテーテルを左心室に挿入し

　　た際の模式図（文献1より引用）
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図3　コンダクタンスカテーテルを用いて描いた圧

　　容積曲線の一例．収縮末期圧容積関係は下大

　　静脈閉塞法により求めた．

　　Ees＝収縮末期圧容積関係の傾き

　　SV（other　method）：左室造影等他で方法で

　　　求めたstroke　volume

　　SV（cond　cath）：or＝＝　1としてコンダクタン

　　　スカテーテルにより求めたstroke

　　　volume

補正項Vcは心筋等左室腔の周囲組織のコンダ
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図4　圧容積曲線より得られる指標．

End－diaslolic

Pressure－Volume
Curve

Eaニeffective　arterial　elastance，　Ees＝収縮

末期圧容積関係の傾き，EW・＝external

work，　PVA＝pressure－volume　area．

クタンスつまりパラレルコンダクタンスに基づく

値であり，収縮期，拡張期を通して一定であると

仮定し，いわゆるdilution　method2）を用いて求

める．

　ただし測定を開始する前に，カテーテルの第7

極と第8極の間に大動脈弁が位置するよう挿入さ

れていることを確認する必要があり，第7－8極

の間のコンダクタンスの変化が心周期に合わせて

他の電極間と同様の増減を示していることを確認

しなくてはならない．

　コンダクタンスカテーテルを用いて求めた左室

容積のreliabilityについてはすでにいくつかの施

設から報告されている1）　5）．

　コンダクタンスカテーテルを用いて左室容積を

求めると同時に左室圧の計測を行なうと左室圧容

積曲線を描くことが可能である．先端に

tip－manomaterを装着したコンダクタンスカテー

テルを用いて描いた圧容積曲線の一例を示す（図

3）．下大静脈閉塞法を用い前負荷を変化させる

ことにより，経時的に圧容積曲線を描き収縮末期

圧容積関係を求めることが可能である．さらに本

手法を用いることによりeffective　arterial

elastance，機械的エネルギー効率（extemal

work／pressure－volume　area），　end－diastolic

pressure－volume　curveなどの指標も求めること

ができ，心機能，動脈一左室適合様式などの把握

が可能となる（図4）．また，本手法は繰り返し
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行なうことが可能であり，薬剤の効果判定やその

他の治療効果を経時的に評価し得る．

　　以上述べたようにコンダクタンスカテーテルに

よる左室容積測定は従来の方法に比し利点も多

く，これまでにも動物モデルを用いた実験のみな

らず臨床研究においても用いられている6）一10）．我

々も本手法を用いて陳旧性心筋梗塞患者において

心機能低下の重症度によりカテコラミンに対する

動脈一左室適合様式の反応に相違があることや8），

心房収縮及び心室収縮様式が動脈一左室適合様式

に与える影響を検討する9）等これまで臨床的に得

ることのできなかった情報が得られつつある．今

後さらに広く活用され，これまで得られなかった

情報を提供してくれるものと期待される．
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